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千葉県行政組織条例（抜粋） 

 

昭和３２年９月１０日 
千葉県条例第３１号 

  

（設置等） 

第２８条 県に別表第２上欄に掲げる附属機関を置き、当該附属機関において担任する事

務は、同表下欄に掲げるとおりとする。 

２～６ 略 

 （組織等） 

第２９条 前条第１項の規定により設置された附属機関の組織、委員の構成、定数及び任

期は、別表第３のとおりとする。 

２ 略 

 （会長及び副会長） 

第３０条 会長又は委員長（以下「会長」という。）及び副会長又は副委員長（以下「副

会長」という。）は、委員の互選によってこれを定める。 

２～３ 略 

４ 副会長が置かれていない附属機関（千葉県障害者介護給付費等不服審査会を除く。）

にあっては、会長に事故のあるとき又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ指定

する者が会長の職務を代理する。 

（委員の任命等） 

第３１条 委員は、知事が任命又は委嘱する。 

２ 委員に欠員を生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （会議） 

第３２条 附属機関の会議は、必要に応じて会長が招集し、会長が会議の議長となる。 

２ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ、開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数をもつて決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。（略） 

 （部会） 

第３３条 附属機関は、その定めるところにより、部会を置くことができる。 



 資 料 １  
 

2 
 

２ 部会に属すべき委員は、会長が指名する。 

３ 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によつてこれを定める。 

４ 部会長は、部会の事務を掌理する。 

５ 部会長に事故があるときは、あらかじめ部会長の指名する当該部会に属する委員がそ

の職務を代理する。 

６ 附属機関は、その定めるところにより、部会の議決をもつて当該附属機関の議決とみ

なすことができる。（略） 

７ 第３２条（第３項ただし書を除く。）の規定は、部会の会議について準用する。この

場合において、同条中「附属機関」とあるのは「部会」と、「会長」とあるのは「部会

長」と、「委員」とあるのは「当該部会に属する委員」と読み替えるものとする。 

 （会議の運営等） 

第３４条 この条例で定めるもののほか、附属機関の議事及び運営に関し必要な事項は、

会長が定める。 

 

別表第二 

附属機関名 担任する事務 

千葉県情報公開審査会 千葉県情報公開条例（平成１２年千葉県条例第６５号）第２１条第１

項及び千葉県議会情報公開条例（平成１３年千葉県条例第４９号）第

２２条第１項の規定による諮問に応じ審査請求について調査審議し、

答申すること及び意見を具申すること。 

千葉県情報公開推進会議 情報公開制度の運営の改善に関する事項について調査審議し、これに

関し必要と認める事項を知事に答申し、又は建議すること。 

 

別表第三 

附属機関名 組織 委員の構成 定数 任期 

千葉県情報公開審査会 
委員長 

委 員 
学識経験を有する者 ７人 ２年 

千葉県情報公開推進会議 
会 長 

委 員 

１ 学識経験を有する者 

２ 住民の代表者 

５人以内 

１０人以内 
２年 

 


